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研究成果の概要（和文）：　本研究では、読書環境の近代史を、主に書籍や雑誌の流通、受容という観点から明らかに
し、あわせてその研究方法を文学研究・教育の新たな方法として体系化していくことをねらいとしている。そのために
、国内外での書籍流通と読者について調査を実施した。国内では特に沖縄県、長野県における書籍流通の実態を解明し
た。また、海外では東南アジア地域、特にベトナム、インドネシアでの日本語図書の流通・受容について明らかにした
。また、これらの成果を著書や論文として刊行し、文学研究における新たな研究・教育方法を提案していくこととした
。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to study the distributions and readers' receptions of 
books and magazines in modern Japan, and through these studies, clarify the history of readers' 
circumstances. In addition, the potential of this research method is to be considered and systematically 
refined in this project. For this aim, I have researched the histories of book distribution in Nagano 
prefecture and Okinawa prefecture. Not only the researches in Japan, I have also studied the 
distributions and receptions of Japanese publications in Southeast Asian countries, and produced results 
particularly in Vietnam and Indonesia. Based on these research experiences, I formed new method of 
studying readers' history, and published books and papers to indicate the potential of the method.

研究分野： 日本近代文学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究代表者は、読書や読者についての研
究を、主として日本近代文学研究とのかかわ
りの中で行ってきた。読書論についてのこれ
までの内外の研究を調査、分析し、読者を研
究する意義、方法についての研究を公開して
きた。 
 どのような書物であれ、それが読者に届か
なくては意味をなさない。しかし、読者をめ
ぐる諸研究の中でも、こうした書物の流通す
る仕組みや、書物と読者を媒介する人々、組
織についての研究は十分なされてきていな
い。このため、国内外の地域を対象として、
そこでどのように書物が流通し、所蔵され、
読まれてきたのか、ということを調査テーマ
とすることとなった。海外については、特に
それまで北米を中心とした調査を行って成
果をあげてきていた。本研究でも当初北米を
主要な研究対象としていたが、同地域の日本
語蔵書の歴史については解明が進めば、北米
以外の地域での調査を視野に入れていくこ
とも考えていく必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究で目的としているのは、近代におけ
る読書環境の歴史的な変化を明らかにして
いくことであり、かつ、それらの調査、研究
を、近代文学の研究・教育方法として応用し、
普及させていくことにある。近代の文学研究
では、これまで文学の制作者、すなわち作者
や、その作品の研究に主眼がおかれてきたが、
書物を流通し、販売するシステムや、読む環
境の変化が十分になされてはいない。読書環
境の近代史を調べること、学ぶことが、いか
に文学の研究や教育において重要、かつ有効
であるかを、実践的な研究事例をもとに明ら
かにしていく。 
 より具体的には、１）日本における近代の
読書史を明らかにするための資料調査・研究
を行う。２）海外の日本語蔵書調査によって、
日本語図書の海外での流通・受容を調査・研
究する。３）１）及び２）の研究成果を、文
学研究・教育に生かすために体系化し、公開
していく。これら三つの目的をもっている。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、１）日本における近代の読書
史を明らかにするための資料調査・研究を行
う。２）海外の日本語蔵書調査によって、日
本語図書の海外での流通・受容を調査・研究
する。３）１）及び２）の研究成果を、文学
研究・教育に生かすために体系化し、公開し
ていく。これら三つの目的をもっている。 
 研究方法として、１）については国内での
近代の読書関連資料の収集、分析に基づき、
読者環境の歴史についての研究を進める。特
に本研究では、長野県の明治期の出版史料、
沖縄県については占領期の教科書関連出版
史料の収集、整備、分析を行う。２）につい
ては、海外における日本語蔵書の形成や流通

状況、その読書環境の歴史を調査、研究し、
その知見をもとに日本の読者、読書環境の分
析を行う。北米地域の日本語図書所蔵調査の
解明が進んだため、日本とも関係が深く、か
つ、まだ情報の整備されていない東南アジア
地域について、資料調査を進める。３）につ
いては、これらの読者や読書環境の調査、研
究の実践をもとに、文学研究としての有効性
や文学教育の中での意義について明らかに
し、著書、研究報告などで広く情報発信を行
っていく。 
 
４．研究成果 
 本研究の目的は、読書の歴史研究進め、そ
の成果を文学研究、および国語教育の領域に
おいて有効に活用していく手法を確立して
いくことである。そのために、蔵書の形成や
書籍の流通についての歴史調査、事例研究を
具体的に実施し、さらにその成果をもとにし
て、文学研究・教育の現場へと生かす方法に
ついて研究し、実践する。 
 以上の目的のもと実施した本研究につい
て、１）日本における近代の読書史を明らか
にするための資料調査・研究、２）海外の日
本語蔵書調査によって、日本語図書の海外で
の流通・受容を調査・研究、３）これら１）
及び２）の研究成果を、文学研究・教育に生
かすために体系化し、公開していく活動、の
以上三つに分けて以下、説明していきたい。 
 
１）日本における近代の読書史を明らかにす
るための資料調査・研究 
 日本国内における近代の読書史について、
本研究では、特に書籍が読者に至る経路やそ
の変遷を明らかにしていく方法をとってい
る。書籍の流通システムやその変化について
は、具体的な地域での調査が必要だが、これ
まで資料的な調査が成されてきていない。特
に本研究で焦点をあて、かつ成果をあげたの
は、長野県、及び沖縄県についての調査であ
る。 
 まず長野県については、長野県松本市高美
書店所蔵の明治期書店営業資料について、整
備と研究を進め、本研究期間中に整備を終了
し、かつそのうちの重要資料群について出版
社を通して翻刻・出版計画を実現していった。
この書店については、本研究代表者は平成 18
年度から独自に調査を始めた。明治期の書店
の出版・営業資料が大量に保管されているこ
とはきわめて稀であり、重要な文化資料とし
て整備を進めてきた。その調査はまた、東京
を中心とした近代の書籍や新聞等の出版物
が、長野県にいつ、どれだけ、どのように流
通していったかを具体的に明らかにするこ
とともなっていった。 
 資料の概要目録の作成を終え、約 4000 タ
イトルに及ぶその目録をもとに、重要な資料
群を選定し、平成 25 年度には出版社とこれ
ら資料の出版計画についての交渉を開始し、
あわせてそれら資料群の分析を進めた。これ



らは平成28年度の刊行の予定となっている。 
 また、沖縄県については、主として終戦か
ら占領期にかけての書籍流通について資料
収集・研究を行った。沖縄県はこの時期、米
国民政府の統治下にあって、日本国内とは異
なる出版物の流通・販売がなされている。し
かしながら、この時期の同地域に関する流通
はほとんど研究が存在せず、その実態が不明
であった。これについて、本研究代表者は、
主としてこの時期の教科書の流通・販売経路
を調査し、日本国内で発行された教科書の沖
縄への輸入、販売経路が、他の出版物を含め
て重要な役割を負っていたことを明らかに
していった。 
 こうした日本国内での書籍流通の調査に
加え、本研究期間内の成果として、古書店の
役割についての調査がある。古書店は、近代
の書籍流通を考えるうえで、新刊書店に劣ら
ず重要な役割を負ったと考えられるが、体系
的な研究や調査が十分なされていない。この
ため、古書店の歴史に関する研究を展開、古
書店員の日記の翻刻・刊行を行い、古書店の
事例研究とすることができた。 
 
２）海外の日本語蔵書調査によって、日本語
図書の海外での流通・受容を調査・研究 
 本研究では、日本国内のみならず、日本語
図書が海外へどれだけ、どのように流通して
いったかをも研究の範囲としている。それに
よって、日本の出版物が海外でどのように受
容され、どういった読書がなされていたかが
明らかになるためである。日本の書物の読者
は、日本国内のみで考えられるべきではない。
読者は国境を越えて世界各地に存在し、日本
国内とは異なる読者や読書環境が生まれて
いるからである。そして本研究は、この問題
について、各地に残された日本語図書の蔵書
調査を通して研究する方法をとっている。 
 本研究は、当初はこれまでに研究代表者が
行ってきている北米での日本語図書蔵書の
歴史について、継続的に調査を行っていく予
定であったが、これまでの研究でかなりの部
分が明らかになったため、平成25年度から、
研究の焦点を、いまだ調査されていない国へ
と移した。具体的には、国内外の機関の協力
をあおぎ、東南アジア各国における日本語蔵
書史、日本語図書の読書環境の調査を進めて
いくこととなった。 
 平成 25 年度には、タイ、ベトナム、イン
ドネシア、フィリピン、シンガポールの五ヶ
国を調査、日本語図書を所蔵する 22 の機関
について調査を行った。そしてこれら東南ア
ジア地域での日本語蔵書の歴史や日本語図
書館の現状について、国立国会図書館と国際
交流基金とで調査の報告を兼ねた講演を同
年度に行った。また、平成 27 年度には、カ
ンボジアの 6機関での調査を行った。 
 これらの日本語蔵書のうち、ベトナムにつ
いては平成 25 年度から 27 年度まで、毎年度
継続的な調査を行い、インドネシアについて

は27年度に再調査を行った。ベトナムでは、
特にベトナム社会科学院（Vietnam Institute 
of Social Sciences）の所蔵する日本語資料
の調査を、当該機関との協力のもとで行った。
この調査成果が認められ、平成 27 年度から
は国文学研究資料館の協力を得て、共同研究
の形で長期的な調査体制を整えることが可
能となった。また、インドネシアについては、
インドネシア国立図書館に貴重書として所
蔵されていた日本語資料について、当該機関
の協力のもと、目録作成を行っていくことと
なった。このため、平成 27 年度にはそれら
蔵書の書誌情報をまとめるために、資料の撮
影を実施し、作業を完了し、約 1400 冊分の
書誌データ作成を進めており、平成 28 年度
には目録データの公開を予定している。 
 これらの調査・研究を通して、東南アジア
地域への日本語図書の流通、受容について、
その歴史を解明していく研究基盤を作り上
げることが可能となった。各地の日本語蔵書
の内容、蔵書形成の歴史を今後解明していく
ことにより、日本の文化・情報がどのような
形で近代の東南アジア地域に影響を与えて
きたのかが明らかになっていく。 
 
３）これら１）及び２）の研究成果を、文学
研究・教育に生かすために体系化し、公開し
ていく活動 
 本研究では、上記の１）及び２）で実践し
てきた読者や読書環境の歴史についての調
査・研究をもとに、その研究が文学研究とど
うかかわり、そこにどのような可能性をもた
らすのかをも研究の課題としている。そのた
め、上記１）、２）で行った研究の方法論や
意義を、文学研究との関わりのもとで位置づ
け、その有効性を説明し、広く発信していく
活動をあわせて行ってきた。 
 平成 25 年度には、カリフォルニア大学サ
ンタバーバラ校で行われていた研究プログ
ラムと協力・連携する形で、日本文学研究と
読書・出版の歴史研究を結びつけた教育プロ
グラムを構想し、そのプログラムを大学院生
を対象として試行的に授業を試みた。また、
その内容をもとに、大学生を含めたわかりや
すいテキストを作成し、出版社から刊行する
準備を進め、平成 26 年度には著書『読書の
歴史を問う 書物と読者の近代』の形で刊行
し、体系的な教育、研究の実践方法として提
案することが可能となった。平成 26 年度、
27 年度と、このテキストを用いた授業実践案
を構築し、早稲田大学、東京大学、立教大学
の大学生を対象として、教育実践を行い、受
講者との討議をもとに、教育方法の深化につ
とめた。 また、こうした研究・教育実践を
通して、読書の歴史研究の方法が、国語教
育・特に国語教材史や教科書史に有効な視点
を提供し得ること、また情報を理解し、判断
する力を養うメディア・リテラシーや図書館
学に対しても有効であることを示してきた。 
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